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 状況        

  「男は仕事、女は家庭」といった固定的な性別役割分担意識について、「反対」・

「賛成」がほぼ拮抗している状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本課題Ⅱ 教育・学習（男女平等意識をつくる） 
 

目標３ 男女平等の視点に立った意識改革と社会制度・慣行の見直し 
 

（１）男女平等意識をつくるための啓発活動の充実 

（２）男女平等の視点に立つ行政職員の育成 

（３）社会制度・慣行の見直し 
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「男は仕事、女は家庭」といった考え方について（平成２１年度市民意識調査） 
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Ｃ．学校教育の場で
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Ｅ．地域活動の場で

Ｆ．法律や制度の上で

Ｇ．社会通念や慣習で

Ｈ．社会全体で
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「男は仕事、女は家庭」といった考え方について（平成２１年度市民意識調査） 

１０ 
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 特に取り組んだこと   

 

  １ 柏市男女共同シンポジウムを開催しました 
 

   ◇柏市男女共同参画シンポジウム（平成24年1月28日） 

 

 固定的な意識にとらわれず、多様な生き方を認め合い、多様な選択ができるよう

に、男女共同参画について理解を深めるためのシンポジウムを開催しました。 

 公募の市民・市民団体による柏市男女共同参画シンポジウム実行委員会が企画・

運営を行いました。                     男女共同参画室 

 

 ≪内容≫ 第１部（参加者１９６人） 

      ・平成２３年度働く男女（ひと）と家庭に優しい企業表彰 

      ・講演「家族と共に宇宙を夢見て～夫・パパ・自分として～」 

       講師 山崎大地氏（国際宇宙サービス代表取締役） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  シンポジウムの様子            基調講演（講師：山崎大地氏） 

 

     第２部 分科会 ５講座 （参加者１２２人） 

     性に関する理解促進、男性の子育て参加、労働、ドキュメンタリー上映 

 

 
 

  ２ 柏市インターネット男女共同参画センターからの情報発信・啓発を 

   行いました。 
 

   ◇柏市インターネット男女共同参画推進センター 

 

 インターネット上の男女共同参画共同参画推進センターとして、毎日、更新を行

い、情報・学習・相談・交流が行い、男女平等意識の啓発に継続的に努めました。 

                             男女共同参画室 

 

柏市インターネット男女共同参画推進センター「参画ｅｙｅ」 

http://danjo.city.kashiwa.lg.jp 
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  ３ 男女共同参画の視点に立った人材管理を行いました 

 
 

   ◇男女共同参画の視点に立った職員の採用、登用、育成 

 

 性別にとらわれず、能力に応じて職員の採用や管理職の登用を行いました。 

 また、職員を対象とした男女共同参画講座や、管理職（６級職員）を対象とした外部講

師によるセクハラ・パワハラ防止に関する研修を実施しました。        人事課 

 

 

 

 推進状況   

 

   「男は仕事、女は家庭」といった固定的な性別役割分担意識を 

   持たない人の割合 

 

       平成 23 年度         平成 27 年度目標 

     ４１．４％   ⇒    ５０％ 
 

    ※平成 23年度は当時の直近の市民意識調査結果（H21）の数値です。 

 

 

   「社会全体において、男女が平等になっている」と感じる人の割合 

 

       平成 23 年度         平成 27 年度目標 

     １１．８％   ⇒   ２０．０％ 
 

    ※平成 23年度は当時の直近の市民意識調査結果（H21）の数値です。 

 

 

   啓発事業への若い世代（20～40歳代）の参加割合（シンポジウム） 

 

       平成 23 年度         平成 27 年度目標 

      ２３％   ⇒     ５０％ 
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 主な取り組み    

 

 ・インターネット男女共同参画センターによる情報発信・学習情報の提供 

  や（男女共同参画室） 

 ・市民との協働による情報紙の作成（男女共同参画室） 

 ・講座や出前講座の実施（男女共同参画室） 

 

 

 今後の取り組み   

 

 ・インターネット男女共同参画センターを活用した若い人向けの啓発コンテンツ 

  の検討・作成（男女共同参画室） 
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 状況        

  職場や家庭，地域社会においては，「男は仕事，女は家庭」という性別役割

分担意識，制度・慣行の中に存在する女性への差別や偏見などが依然として残っ

ていることがうかがえ、平等意識は十分に浸透しているとはいえない状況です。 
 

 「男は仕事，女は家庭」という考え方について（平成２１年度市民意識調査） 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 特に取り組んだこと   

 

  １ 教職員への啓発資料を作成、配布しました 

 

   ◇啓発資料「柏市『男女共同参画をめざす教育』」を作成 

 

 教職員対象の人権尊重教育研修会において、柏市の施策・教育委員会や学校現場

での取り組みを紹介し，今後も継続して取り組むよう啓発を行いました。 

                                  教育研究所 

 

 

  ２ 男女平等教育に関する学習資料の提供を行いました 

 

   ◇図書館で関係資料を収集、貸出・情報提供を実施 

 

 女性学・男性学、ワーク・ライフ・バランス、暴力防止、法令関係、外国の諸事

情など、幅広く資料を収集し、市民の利用に供しました。また、３回にわたり男女

共同参画に関する企画図書展示を開催。分館においても展示を行いました。 

                                 庁内連携 

目標４ あらゆる場での男女平等教育・生涯学習の推進 
 

（１）家庭教育における男女平等意識の啓発 

（２）保育園・市立幼稚園における男女平等教育の推進 

（３）学校における男女平等教育の推進 

（４）社会における男女平等に関する生涯学習の推進 
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 〔平成２３年度図書企画展示〕 

  ・６月 防災ボランティア私たちにできること 

  ・11月 暴力について知っておきたい 

  ・12月 大切にしたいかしわ時間 

      ～仕事と家庭のハッピーバランス～ 

 

 

 

 

  ３ 生涯学習情報の提供を行いました 

 

   ◇生涯学習システム「らんらんかしわ」から学習情報を発信 

 

 生涯学習システム「らんらんかしわ」で生涯学習の情報を集約、出前講座や生活

に密着した講座など、民官学の幅広い情報を提供しました。     生涯学習課 

 

 

                                 生涯学習システム「らんらんかしわ」 

                  http://ranran.city.kashiwa.lg.jp/ 

 

 

 

 

 推進状況   

 

   学校教育の場において男女が平等になっている」と感じる人の割合 

 

       平成 23 年度          平成 27 年度 

      ５３．９％   ⇒    ７５％ 
 

    ※平成 23年度は当時の直近の市民意識調査結果（H21）の数値です。 

 

 

 主な取り組み    

 

 ・生涯学習の場の提供。女性セミナー（全６回）開催（公民館） 

 ・小中学校等における日常の教育活動の点検（教育研究所） 

 

 今後の取り組み   

 

 ・男女共同参画の課題を取り上げた講座の実施（男女共同参画室） 

 ・研修会などにおける教職員への男女平等教育の啓発（教育研究所、指導課） 

 ・啓発資料「柏市『男女共同参画をめざす教育』」の作成・配付（教育研究所） 
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